
☆　本号は、資料紹介２、研究ノート１、書誌２、計5編の構成となりました。
☆　磯野・間島氏の「小野蘭山寛政七年書簡下書：付　範塾軌」は小野蘭山が能登
国の門弟村松標左衛門宛に出した初出書簡を解説し、読解文を添えたものです。

☆　竹林氏の「米国における日本近現代政治関係の個人史料―フーバー研究所文書
館等を訪問して―」は、2004年11月から12月にかけて米国に所在する日本近現
代政治関係個人史料を調査するため、現地に赴いた時の出張報告をもとに書か
れており、フーバー研究所等６機関の所蔵状況とWeb上での検索方法を紹介し
ています。

☆　白岩氏の「イブラーヒーム・ミュテフェッリカの人と業績―オスマン・トルコ
語による金属活字印刷事業を中心に―」は、金属活字によってアラビア語文献
を初めて印刷・出版したイブラーヒーム・ミュテフェッリカの生涯と業績につ
いて、彼の出版事業に焦点を当てながら論考したものです。

☆　高見・大島氏ら５名による共同執筆「国立国会図書館憲政資料室所蔵
GHQ/SCAP資料所収日本国憲法関係資料書誌」は、当館憲政資料室所蔵の
GHQ/SCAP資料に含まれる日本国憲法関係資料519点に書誌番号、タイトル、
日付、資料作成者・署名者、送信者、受信者を記し、それぞれについて内容を
簡潔にまとめています。

☆　相島の「中国詩詞翻訳索引　Ⅴ　先秦～隋代」は、本誌第62号（2005.３）掲載
の「同　Ⅳ　清代」を継いで、一番古い時代に溯ったもの。残るは主峰の「唐
代」となりました。 （相島）

※『参考書誌研究』は日本図書館協会から販売されています。同協会の連絡先は、
下記の通りです。
〒104-0033 東京都中央区新川１｜11｜14 電話03｜3523｜0811（代表）
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小野蘭山（1729～1810）は京
都で生まれた。25歳で私塾衆芳
軒を開き、71歳の時、幕府の要
請で江戸に下った。以後、82歳
で亡くなる直前まで医学館にて
本草学の講義を続けた。生涯に
指導した弟子の数は一千人を超
え、江戸時代最高の本草学者で
あった。（詳細は掲載論文を参照
されたい。）
この肖像画は、文化６年

（1809）に、弟子の一人であった
当時47歳の谷文晁（1763～1840）
が、81歳の蘭山を描いたもので
ある。画面の右下に「門人谷文
晁沐手敬繪」「文晁」の落款があ
る。文晁はこれより７年前に有
名な木村蒹葭堂（1736～1802）
の肖像画(大阪市教育委員会所蔵。
重要文化財)を描いているが、当
画はこれと比較して、はるかに
リアルで写実的である。知性を
湛え気品溢れる老学者が恰も眼
前に座しているかのようである。
ちなみに、この年、文晁の下に
は16歳の渡辺崋山（1793～1841）
が入門している。この画は若き
崋山も眼にしているに違いない。
なお、賛は翌文化７年（1810）

正月に蘭山が試筆したものであ
る。蘭山は同月27日に没した。

（間島由美子）

清 福 図 録（55）

蘭山翁画像

谷文晁画（95.2×34.2cm） 小野

蘭山賛（22.5×31.4cm）〔文化６

年（1809）〕製作　１軸　絹本着

色　＜請求記号：WA21-29＞


